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【一時保管者（農家）のご意見】

※2出典：環境省 放射性物質汚染廃棄物処理情報サイト「栃木県における一時保管者（農家）の意向確認結果について」

・農作業の邪魔になるので何とかして早く処分してほしい
・当初聞いていた時間（2～3年）より保管が長引いている。早く
処分してほしい
・小さい子供がいるので、できるだけ早く処分してほしい

回答者数：111名　※小数点以下を四捨五入

平成23年3月に起きた東京電力福島第一原子力発電所の事故によって
大気中に放出された放射性物質が、稲わらや牧草等に付着してできた指定廃棄物。
震災から7年が経った今も処理することができずに、
未だに県内160カ所で約1万3500トン※1が一時保管されています。
本来、一時的であったはずの保管が長期化し、
そのうち約120名の保管農家の方々の中には、庭先で保管されているなど、
その精神的負担は極めて大きなものがあります。

環境省は、県内各地の指定廃棄物の処理を喫緊の課題として
早期に、安全性が科学的に検証された場所に集約し
多重の安全対策と周辺環境への配慮をもって管理していきたいと考えております。
引き続き、県民のみなさまのご理解を賜りながら、
早期の問題解決に向け、責任を持って取り組んでまいります。

震災から7年、
今も指定廃棄物のそばで
暮らす人たちがいます。
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■栃木県内における一時保管者（農家）の意向※2

早期撤去を望む声　約80 %

解決に向けて、一歩ずつ前に。
指定廃棄物の処理は、国が責任を持って進めます。

※1指定廃棄物の数量は、平成30年6月30日時点のものです。
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